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○むつ消防署

　〈い　つ〉 11月 9日（日）　

       午前 9時 30分～11時 30分、午後1時～3時

　〈どこで〉 むつ消防署構内

　〈どんな〉

消防庁舎開放、消防車両展示、放水体験、消防車両

体験搭乗、消火器取扱体験、消防服を着用しての記

念撮影 など

○大湊消防署

　〈い　つ〉 11月 9日（日）　午前9時～午後1時

　〈どこで〉 ユニバースむつ旭町店駐車場

　〈どんな〉 

消防車両展示、濃煙体験、通報体験、消火器取扱体験、

消防服を着用しての記念撮影 など

※〈その他〉

・むつ消防署には駐車場がありませんので徒歩等で

のご来場をお願いします。

・災害発生時は、内容の変更や中止となる場合があ

ります。

◎『119番通報 2,007 件 1日 8件』　平成 26年（8月31日まで）の受付件数
　今年 8月 31日までに下北消防本部で受け付けした119番の件数は2,007 件、一日平均で約8件受け付けしたこ

とになります。119番通報の中には、いたずら通報も少なからずありますので、適正な利用について市民のみなさ

まのご理解とご協力をお願いします。

◎予めメモを準備しておきましょう　正しい119番のかけ方
　いざという時に備えて、電話のそばに「住所・名前・目標・電話番号」を記入したメモなどを準備しておきましょう。

【119番通報した際には以下のようなことを聞かれます。】

消防署・消防分署 通　報　者

　「119番です。火事ですか？救急ですか？」 　「火事です」または「救急です」と、はっきり言う。

　「場所はどこですか？」
　「むつ市●●町●番●号●●という家です」
　と、正しく詳しく言う。

　「何が燃えていますか？」
　　　　　　　　　　　または「どうしましたか？」

　「●●が燃えています」または「●●が突然倒れました」
　など、何が（だれが）どうしたかを正確にわかりやすく言う。

　「あなたの名前と今かけている電話の番号を
　　　　　　　　　　　　　　　教えてください」

　「私の名前は●●●●です」
　「電話番号は●●－●●●●です」

◎その症状、本当に緊急ですか？　救急車の適正利用を　　　　　　　
　「交通手段がない」、「病院でもらった薬がなくなった」、「今日入院予定日だから病院に行きたい」、「ヘルパーを呼

んだが来てくれなかったので…」、「病院で長く待つのが面倒なので…」などと、症状に緊急性がなくても、救急車を

呼ぶ人が増加しています。本当に救急車が必要か考えてみましょう。

※119番救急車要請の際に、サイレンを鳴らさないで来てほしいとの要望がありますが、救急車が緊急走行をするた

めには、道路交通法上サイレンの鳴動が必要となりますので、ご理解とご協力をお願いします。

　「119 番の日」の行事として、むつ消防署および大湊消防署では、消防庁舎や消防車両を公開します。この機会にぜ

ひお越しいただき、消防業務に対するご理解と防災意識を高めていただきたいと思います。多くのみなさまのご来場

をお待ちしています。

～『消防庁舎・消防車両』を公開～

１１月９日は「１１９番の日」

〈問合せ先〉
むつ消防署　　　　　　　 22-1680
むつ消防署川内消防分署　   42-3215
むつ消防署脇野沢消防分署44-2020
大畑消防署　　　　　　　34-2233
大湊消防署　　　　　　　24-2091

“男女の視点を活かした”避難所づくりを研修
　災害が起こったとき、まず避難することが第一ですが、その後の避難所の運営もとても大切です。様々な年齢や状

況の男女が同じ場所でしばらく過ごさなくてはなりません。そこには多くの課題があると考えられます。その課題を

考え、体験する「みんなでつくる安心して過ごせる避難所～男女の視点を活かして～」と題した防災研修が9月9日（火）

むつ来さまい館において開催されました。

　この研修は、下北地域男女共同

参画ネットワークが実施し、40名

の方が避難所運営や非常食作りを

体験をしました。

　この後「もし、あなたが避難所運

営リーダーだったら」をテーマとし

たグループワークが行なわれ、さ

らに理解を深めていました。

　参加者からは「避難所における女

性の役割を改めて感じた」、「誰で

もリーダーになれるのだと実感し

た」などの感想が聞かれました。

〈詳しくは〉
市市民連携広報課

 22-1111内線 2152
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〈い　　つ〉 11月 5日（水） 午前10時頃

〈放送内容〉 

1. 上り4音チャイム

2.「ただ今から、試験放送を行います。」

3. 緊急地震速報のチャイム

4.「大地震（おおじしん）です。大地震です。これは

訓練放送です。」×3回

5.「これで訓練放送を終わります。」

6. 下り4音チャイム

緊急地震速報の訓練放送を実施します !
　市では、全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）を使用した、緊急地震速報の訓練を実施します。

　この訓練では、市内に設置されている防災行政用無線屋外スピーカーから、緊急地震速報が放送されます。

〈問合せ先〉市防災政策課 22-1111内線 2134

　今回の放送は訓練放送ですが、いざというときのた

めに、可能な範囲で机やテーブルの下に入る等の命を

守る行動をとってみてください。

　また、この訓練を機に、家庭内の家具等が倒れる危

険がないかどうかをチェックしてみてください。

全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）とは？

　防災行政用無線により、地震や津波、武力攻撃など

の時間的余裕のない緊急情報を、市民のみなさまに瞬

時に伝達するシステムです。

平成 26年県内交通事故概況
８月中 ８月末累計

発生 331件（-98件） 2,660件（-592件）
死者 　2人（-1人）     28 人（+2人）
傷者 435人（-118人）3,291人（-702人）

　県内全体の交通事故発生件数は前年と比較し、減少

傾向にありますが、高齢者の事故による死者および夜

間・歩行者の死者は逆に増加しています。

　これから日没が徐々に早まりますので、高齢者の方

は運転者から発見されやすい明るい色の衣服や反射材

用品を身につけましょう。

　また、運転者の方は早めにライトを点灯し、歩行者

のいる場所では徐行・減速するなど思いやりのある運

転を心がけましょう。

〈問合せ先〉
市環境政策課環境衛生担当

 22-1111内線 2452

死者の状況
高齢者（65歳以上） 17人（+1人）

夜間 13人（+2人）
歩行者 13人（+5人）
飲酒運転 2人（-2人）
自動車乗車中 8人（-4人）

シートベルト非装着 5人（+1人）

　※（ ）内は対前年比、8月31日現在の数値。

11 月 1 日（土）～ 11 月 30 日（日）
「いきいきシルバー交通安全強調月間」
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〈問合せ先〉
市商工観光課商工労政担当
 22-1111内線2643
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催
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９
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９
日
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ん
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水
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ー
８
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６

　
下
北
の
美
味
し
い
お
米「
ほ
っ
か
り
ん
」

デ
ビ
ュ
ー
３
年
目
、
作
柄
は
良
好
！
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〈問合せ先〉

市市民連携広報課　 22-1111 内線 2152

　
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
会
議
は
、
市
民

協
働
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
か
を
検
討
す
る
た
め
、

公
募
に
よ
る
市
民
の
み
な
さ
ま
で
構
成
さ

れ
た
会
議
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第

２
次
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
会
議
は
、
全

国
各
地
で
ま
ち
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く
り
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サ
ポ
ー
ト
し
て

い
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ｓ
ｔ
ｕ
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ｉ
ｏ
ー
Ｌ
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醐
孝
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さ
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ア
ド
バ
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ザ
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に
迎
え
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田
敏
匡
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じ
め
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す
る
市
民
委
員
17
名

に
、
市
職
員
６
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が
加
わ
り
、
こ
れ
ま
で

６
回
の
会
議
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
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ま
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く
り
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ラ
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（
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）
」
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い
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、
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や
機
能
、

運
営
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組
み
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に
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て
話
し
合
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を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
希
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の
ま
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く
り
補
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の
審
査
や
市
民
政
策
提

案
の
審
査
も
、
委
員
の
皆
さ
ん
が
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
会
議
の
活

動
内
容
や
、
ま
ち
の
魅
力
を
委
員
自
ら
発
信

す
る
た
め
、
「
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
〜
ま
ち
づ

く
り
レ
シ
ピ
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究
所
〜
」
の
発
行
や
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
会
議
は
ど
な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。
会
議
の
日
程
な
ど
は
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

ま
ち
づ
く
り
会
議
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.facebook.com

/renkei.m
ut

su/

２０１４年１０月２７日号２０１４年１０月２７日号

〈展示部門〉10 月 31 日、11 月 1 日・2 日は午前 10 時から午後 5 時まで、3 日は午前 10 時から午後 4 時まで、
6 日・7 日・8 日は午前 9 時から午後 5 時まで、9 日は午前 9 時から正午までの開催時間となります。

催　物　名 出展団体名 31日（金） １日（土） ２日（日） ３日（月） どこで

書 道 展 下北書人会 ○ ○ ○ ○ 展 示 ホ ー ル

絵 画 展 山本陽子絵画教室 ○ ○ ○ ○ 展 示 ホ ー ル

工 芸 展 むつ帆船模型愛好会 ○ ○ ○ 研 修 室 ２

文 芸 展 菖苑短歌会、むつ・檜葉短歌会 ○ ○ ○ 研 修 室 ３

文 芸 展 俳句あしかげ社 ○ ○ ○ 集 会 室 ２

表 装 展 むつ表装同好会 ○ ○ ○ 大 集 会 室

下 北 の 凧 展 下北の凧の会 ○ ○ ○ 大 集 会 室

籐 手 芸 展 籐サークル ○ ○ ○ 検 診 室

盆 栽 展 むつ盆栽会 ○ ○ ○ 集 会 室 １

さ つ き 盆 栽 展 下北さつき愛好会 ○ ○ ○ 研 修 室 １

水 墨 画 展 むつ墨画会 ○ ○ ○ 和 室 １

華 道 展 池坊むつの会 ○ ○ 集 会 室 ２

茶 道 展 大日本茶道学会貝瀬社中 ○４時まで 和 室 ２

催　物　名 出展団体名 6日（木） 7日（金） 8日（土） 9日（日） どこで

菊 花 展 むつ市菊花会 ○ ○ ○ ○ 展 示 ホ ー ル

〈詳しくは〉
むつ市文化団体協議会事務局

廣瀬23-5640

2014 第 45 回 むつ市民文化祭
～下北文化会館にて開催～

開催期日や時間はお間違いのないようご確認ください

〈舞台部門〉 ※いずれの催しも大ホールで開催
催　物　名 出演団体名 い　　つ

琴 伝 流 大 正 琴 の し ら べ 大湊真琴の会

1日（土）

10:45～ 12:00

コ ー ラ ス の し ら べ
むつ混声合唱団ウェンズデー、コール･ラビット、むつ女声合
唱団・むつ男声合唱団「響」

14:00～ 16:00

民 謡 手 踊 り 新岡三弦会

2日（日）

10:00～ 11:00

日 本 舞 踊 の ひ と と き
中村登茂輝社中、中村登茂礼社中、中村登茂雀社中、中村登茂寿
満社中、中村登茂千寿社中、花柳鈴久波社中、芳柳寿々景社中

13:30～ 15:30

ピ ア ノ の し ら べ 村元ピアノ教室、飯田ピアノ教室

3日（月）

10:00～ 12:00

邦 楽 の 調 べ 生田流箏曲初盛社中・むつ竹友会、北振吟詠会 13:00～ 15:00

バ レ エ の ひ と と き 保坂季美枝バレエスタジオ 17:30～ 18:30

琴 名 流 大 正 琴 の し ら べ 琴名流大正琴千姫の会
8日（土）

10:30～ 11:30

唄と新舞踊の競演創作ダンスサークル むつ下北歌謡愛好会・創作ダンスサークルキャッツアイ 13:00～ 18:30

華 扇 会 の 舞 台 華扇の会
9日（日）

10:00～ 12:00

唄 と 踊 り の 共 演 ほたる歌謡クラブ 14:00～ 17:30


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〈問合せ先〉
市介護福祉課介護保険担当

 22-1111内線 2557

　介護保険サービスには、要介護者・要支援者の日常生活の自立を助けるための特定（介護予防）福祉用具購入費の支給や心

身の状況、住宅の状況から必要と認められた場合に行われる住宅改修費の支給があります。今回は、この2つのサービスにつ

いてご紹介します。

次回は「冬場にできる運動」です。（毎月下旬号に掲載します）

※「さまざまな介護保険サービス」は不定期掲載となります

介 護 保 険 情 報
知って
安心！

NO.8　さまざまな介護保険サービス②

○特定（介護予防）福祉用具購入費の支給

　在宅で生活している要介護認定を受けている方が、入浴

や排泄等に用いる特定福祉用具を購入する場合に対象と

なります。1年間（4月1日～翌年 3月 31日）の利用限度額

は10万円までです。

○住宅改修費の支給

　在宅で生活している要介護認定を受けている方が、自宅

に手すりの取り付けや段差の解消等の住宅改修を行う場

合に対象となります。利用限度額は20万円までです。

◆自己負担額

　福祉用具購入および住宅改修に係る自己負担額は、い

ずれも1割です。

◆申請方法

　福祉用具の購入および住宅改修の前に、事前申請が必

要です。事前申請を行わずに購入および改修をした場合、

支給を受けられない場合があります。詳しくは、居宅介護

支援事業所または市介護福祉課にご相談ください。

☆福祉用具購入費支給対象品目

・腰掛便座　　　・簡易浴槽　　　・特殊尿器

・入浴補助用具　・移動用リフトのつり具の部分

☆住宅改修費支給対象工事等

・手すりの取り付け

・段差の解消

・滑りの防止や移動の円滑化等のための床または通

路面の材料の変更

・引き戸等への扉の取り替え

・和式から洋式等への便器の取り替え

・上記に付帯して必要な住宅改修

That’s Not English（それは英語じゃない）：いただきます

　「いただきます」は英語でなんと言う？ とよく聞かれます。通訳・翻訳のとき、「Let’s Eat!」と訳するこ

とがありますが、実はアメリカでは使われていない言葉です。英語で「いただきます」を言う文化がないの

で、外国人に「いただきます」の意味を説明したときにだけ使います。食べる前にお祈りをしたり、「お母

さんが座ったら」食べるというルールが家庭によっていろいろありますが、「Let’s Eat!」と言ってから食べ

る家はないと思います。

宝くじの助成金で整備した備品を紹介します！
（一財）自治総合センターが実施している宝くじの社会貢献広報事業で、宝くじの受託事業収入を財源として実施してい

るコミュニティ助成事業により、今年度次の団体が助成を受けました。

団体名 助成により購入したもの

十二林町内会
（むつ地区）

会議用テーブル10台、会議用イス30脚、刈払機1台、チップソー
5枚、コードリール1個、発電機1台、物置1台、棚板 2枚、
テント1張、テント専用ウエイト6個、側溝ふた上げ器 3台、
泥上げ器手動式バケット3台、グレーチングフック6台

桧川部落会
（川内地区）

ごみ集積小屋10棟

湯坂下町内会
（大畑地区）

除雪機 1台、除雪機用ブリッジ 1セット、刈払機 3台、
祭半纏20着、裃5着、山車木彫馬1頭

源藤城部落会
（脇野沢地区）

物置小屋1棟、ワイドテント2張

〈詳しくは〉 市市民連携広報課 22-1111内線 2155

町内会はコミュニティ環境を整備することで、より良いコミュニティづくりに取り組んでいます。

むつ市都市計画審議会委員募集
　市では、本市の都市計画に市民のみなさまのご意見を反映させるため、次のとおり委員を募集します。

〈問合せ・応募先〉
〒035-8686 むつ市中央一丁目8番 1号

市都市政策課都市計画担当 22-1111内線 2743
 toshiseisaku@city.mutsu.lg.jp

〈応募資格〉 

市内に住所を有する満 20歳以上の方で平日開催の会

議に出席できる方（議員、公務員を除く）

※現在市の審議会等の委員に委嘱されている方は応募できません。

〈募集人数・任期〉 2名・2年間

〈募集期間〉 10月 27日（月）～11月 21日（金）午後5時必着

〈委員の業務〉 

都市計画の決定および変更に関する事項の調査・審議

〈報酬〉 市の規定に基づく報酬および交通費を支給

〈応募方法〉 

申込書に必要事項を記載のうえ、小論文（テーマ「人口

減少下における、むつ市の都市づくりに対する私の考

え」800字以内、手書きの場合は楷書体）を添えて、郵送・

持参・電子メールいずれかの方法により市都市政策課

までご提出ください。

※応募申込書は、市ホームページに掲載、また、市都市政策

課および各庁舎産業建設課で配布しています

※申込書および小論文は返却できませんのでご了承ください。

〈選考方法〉 

選考委員会で選考し、結果を応募者全員に通知します。

２０１４年１０月２７日号２０１４年１０月２７日号
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図書館からのお知らせ
詳しくは市立図書館へ
28-3500　     28-3400

～今月の新着案内～　※掲載しきれなかった新着図書は『図書館新着だより』（毎月発行・館内にて配布）をご覧ください

【  教 養 ・ 実 用  】

【  文 学 ・ 小 説  】

交隣提醒

米国人一家、おいしい東京を食べ尽くす

核兵器を禁止する

もっと変わる !介護保険

対人援助職のための家族理解入門 

「動ける子」にする育て方

薬を飲まずに3週間で無理なく血圧を下げる方法

認知症はこわくない

シニアの簡単おいしい1人分ごはん 

こどものどうぶつニット

461個の弁当は、親父と息子の男の約束。

作りおきスイーツ

わたしのとっておきサンドイッチ

ひとり農業日誌2011-2012

ハリネズミまるたろうの毎日

きっぷのルールハンドブック

竹かご編みの技法書

頭のいい子を育てる手作り知育おもちゃ

えっ?これっておかしいの !?マンガで気づく間違った日本語

かわうそ

炎を薙ぐ

どろにやいと

虫娘

ドミソラ 

後妻業

ラストレター

雨 森　 芳 洲

マシュー・アムスター=バートン

川 崎 　 哲

小 竹　 雅 子

団 　 士 郎

川 合 　 正

桑 島 　 巌

高 橋　 幸 男

岩 崎 啓 子

文 化 出 版 局

渡 辺　 俊 美

主 婦 の 友 社

重 信　 初 江

渡辺ヘルムート直道

@hedgehogdays

土 屋　 武 之

竹 か ご 部

寺 西　 恵 里 子

篠 崎　 晃 一

あさの　あつこ

池 永 　 陽

戌 井　 昭 人

井 上　 荒 野

う か み　 綾 乃

黒 川　 博 行

さ だ　 ま さ し

往生際の悪い奴

幻肢

壁と孔雀

愛なんて?

いそぶえ

スタープレイヤー

かたづの !

仙丹の契り

それは秘密の

緋の天空

荒神

神の子 上・下

ギフテッド

ねじまき片想い

大人でも答えられない ! 宇宙のしつもん

ぼくが見た太平洋戦争

転生したらスライムだった件2

ファイト ! 木津西高校生徒会

はじめはタマゴ

おとぎれっしゃしゅっぱつしんこう ! 

おやすみのらちゃん

イラストストーリー妖怪ウォッチ

あおもり文芸さろん№1（2014）

島 田　 雅 彦

島 田　 荘 司

小 路　 幸 也

白 石　 一 文

谷 村　 志 穂

恒 川　 光 太 郎

中 島　 京 子

仁 木　 英 之

乃 南　 ア サ

葉 室 　 麟

宮 部　 み ゆ き

薬 丸 　 岳

山 田　 宗 樹

柚 木　 麻 子

荒 舩　 良 孝

宗 田 　 理

伏 瀬

本 田　 有 明

ローラ・ヴァッカロ・シーガー

間瀬　なおかた

よねづゆうすけ

レベルファイブ

 

あおもり文芸さろん

【  児童・ティーンズ 】

【  郷 土 資 料  】

土曜、日曜、祝日の駐車場

　隣接する（株）青工様、下北建設業

協会様のご厚意で両社の駐車場が利用

可能です。どうぞ、ご利用ください。

11月の休館日
27日（木）は休みです。

　【第6回 「映画監督川島雄三を偲ぶ会」の運動の歩み】
　昭和50年、むつ市出身で川島雄三というすぐれた映画

監督がいたというけど知ってる？　と言われても、当時そ

の名を知り話題にする人はほとんどいませんでした。そこ

である一部の学校の先生が中心となり、郷土出身の偉大な

文化人の作品を鑑賞することにより、広く市民に認識して

もらおうと始めた運動が本会の原点です。

　同年 9月、『川島雄三を偲びその作品を鑑賞する実行委

員会』が第一回目の川島作品を鑑賞する会を主催し、田名

部町の保楽劇場で『幕末太陽傳』と『イチかバチか』の2本を

3日間にわたり上映しています。

　上映会後の反省会の席上、秋本良治先生（故人・当時第二

田名部小学校教諭）が顕彰碑建立の意義を熱く訴え、以来文

化運動の輪はさらに広がりをみせ、これを契機に一般市民

をはじめ市内外の各種団体の賛同支援を得て、マスコミに

も認知されるようになりました。この運動は、下北地方で

はおそらく初めての『市民運動』として話題になりました。

　その後、文化運動として定着させるため、川島雄三の偉

業を偲び、その功績を長く後世に伝えようと、昭和53年『映

画監督川島雄三を偲ぶ会』を結成しました。同年11月には

第二回映画会を開催、『雁の寺』と『暖簾』を上映、その収益

を顕彰碑建立に充てることを目的としました。この趣旨は

東京の川島ゆかりの映画関係者、世話人代表の俳優三橋達

也、監督今村昌平からなる『川島雄三記念会』にも呼びかけ

多くの方々の賛同を得ました。

　こうして翌昭和54年川島監督の十七回忌にあたる6月

11日、川島家菩提寺の徳玄寺境内に、全国でも例をみない

映画監督の顕彰碑が建立され、三橋達也氏をはじめ在京の

映画関係者、会員、市内外の多くの映画ファンの見守る中、

除幕式が行われました。

　　　映画監督川島雄三を偲ぶ会会長 髙瀬 厚太郎

映画監督 川島雄三ってどんな人？
市立図書館川島雄三記念室 シリーズ⑥

映画監督川島雄三シンポジウム開催！
　むつ市が生んだ「映画監督川島雄三」は生涯51作品を世

に送り出し、亡くなられてから今年で51年が過ぎましたが、

いまだに国内外で高い評価を得ています。

　このたび、川島監督ゆかりの方々をパネリストとしてお

招きし、人物像、作品について熱く語ってもらいます。代

表作品の上映と貴重なポスター、シナリオ、資料なども展

示しますので、ぜひご参加ください。

〈いつ〉 11月 3日（月）午後2時～5時

〈どこで〉 市立図書館あすなろホール

〈どんな〉 

　①シンポジウム（午後2時～）

　　《パネリスト》

　　 川島　晋一 氏（川島監督の甥）

　　 髙瀬厚太郎 氏（川島雄三を偲ぶ会会長）

　　 鳴海健太郎 氏（地域史研究者）

　　 野口　　悟 氏（元明治大学映画研究部）

　②映画上映（午後3時～）

　　　『幕末太陽伝』（110分）
無料 「日曜シネマ」上映案内

〈い　つ〉 11月 9日（日）・午後2時～

〈どんな〉 クライマーズ・ハイ（原田眞人監督、2008年日本）

２０１４年１０月２７日号２０１４年１０月２７日号
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むつ市議会だより － 第 221 回定例会 －

　
む
つ
市
議
会
第
２
２
１
回
定
例
会
が
、
去
る
８
月
27
日
か
ら

９
月
19
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
20
議
案
・
２
報
告
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
同
意
・
認
定
・
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

に
資
す
る
た
め
「
む
つ
市
観
光
交
流
セ
ン

タ
ー
」を
設
置
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
観
光
客
に

加
え
市
民
の
方
々
の
集
客
を
図
る
た
め
、

こ
の
施
設
に
入
る
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
お
よ

び
売
店
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
、
こ
こ
で
し
か
食
べ
る
こ
と
が

で
き
な
い
料
理
や
こ
こ
で
し
か
買
う
こ

と
が
で
き
な
い
グ
ッ
ズ
を
提
供
し
集
客

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
同
じ
委
員
か
ら
、
指
定
管

理
者
制
度
へ
の
移
行
時
期
と
そ
の
際
の

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
お
よ
び
売
店
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側

か
ら
、
３
年
を
め
ど
に
指
定
管
理
者
制

度
へ
移
行
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
移

行
す
る
前
に
入
居
し
て
い
た
だ
い
た
カ

フ
ェ
テ
リ
ア
お
よ
び
売
店
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
制
度
へ
移
行
し
た
後
も
継

続
し
て
入
居
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
協

議
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
別
の
委
員
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
設
置
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
周
辺
施
設
の
整

備
完
了
後
に
は
、
公
園
内
の
案
内
に
つ

い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
も
含
め
検

討
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　
以
上
で
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

　
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
４
件
に
つ
い
て
、
審
査
の

経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
９
月
12
日
、
関
係
部

長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま

し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し

た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
ま
ず
、
議
案
第
38
号
か
ら
議
案
第
40

号
ま
で
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
が
平
成
27
年
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
で
定

め
る
こ
と
と
さ
れ
た
基
準
等
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
を
規
定
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
後
の
各
議
案

の
報
告
に
お
い
て
は
、
こ
の
部
分
は
省

略
い
た
し
ま
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
38
号
　
む
つ
市
特

定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
お
よ

び
保
育
所
の
運
営
基
準
と
、
新
た
に
市

が
認
可
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
家
庭
的

保
育
事
業
、
小
規
模
保
育
事
業
お
よ
び

か
よ
し
会
は
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

の
児
童
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
新
制

度
で
は
６
年
生
ま
で
が
対
象
と
な
る
の

か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、

対
象
を
６
年
生
ま
で
と
す
る
こ
と
は
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
も

の
の
、
４
年
生
以
上
の
児
童
の
中
に
は
、

放
課
後
保
育
を
必
要
と
す
る
世
帯
も
あ

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
需
要
が
ど

の
程
度
あ
る
の
か
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、

ク
ラ
ス
を
増
や
し
つ
つ
、
放
課
後
児
童

支
援
員
の
数
も
充
足
さ
せ
て
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
形
で
児
童
を
預
か
れ
る
よ
う

な
体
制
を
と
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
46
号
　
平
成
26
年
度

む
つ
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
平
成
25
年

度
の
介
護
給
付
費
負
担
金
の
精
算
に
伴

い
、
国
、
県
お
よ
び
支
払
基
金
へ
の
返
還

金
等
と
し
て
２
千
５
５
４
万
３
千
円
を
増

額
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

59
億
７
千
７
１
３
万
３
千
円
と
す
る
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委

員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
以
上
で
、
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
、
議
案
第
47
号
　
平
成
25
年
度

む
つ
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
か
ら
、

居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
並
び
に
事
業
所

内
保
育
事
業
の
運
営
基
準
を
定
め
る
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
こ
の
条
例
に

よ
り
施
設
の
設
備
の
追
加
工
事
な
ど
、
事

業
者
の
負
担
と
な
る
部
分
は
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側

か
ら
、
保
育
所
、
幼
稚
園
お
よ
び
認
定
こ

ど
も
園
に
関
し
て
は
、
今
ま
で
も
児
童
福

祉
法
や
学
校
教
育
法
等
で
定
め
ら
れ
た

設
備
、
運
営
基
準
に
基
づ
い
て
保
育
お
よ

び
教
育
が
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
こ
の
条

例
で
む
つ
市
独
自
に
厳
し
く
す
る
よ
う
な

基
準
は
設
け
て
い
な
い
た
め
、
新
た
に
設

備
を
整
え
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
39
号
　
む
つ
市
家
庭

的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
に
つ
い
て
、

理
事
者
側
か
ら
、
児
童
福
祉
法
の
規
定

に
基
づ
き
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
お
よ
び
運
営
に
つ
い
て
の
認
可
基
準

を
定
め
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
40
号
　
む
つ
市
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
に
つ

い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
児
童
福
祉
法
の

規
定
に
基
づ
き
、
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
、
通
称
「
な
か
よ
し
会
」の
設
備

お
よ
び
運
営
に
つ
い
て
の
基
準
を
定
め
る

も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
現
在
、
な

議
案
第
55
号
　
平
成
25
年
度
む
つ
市
水

道
事
業
会
計
決
算
ま
で
の
議
案
９
件
に

つ
い
て
、
審
査
の
経
過
と
結
果
を
ご
報

告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
９
月
12
日
、
16
日
お

よ
び
17
日
に
、
市
長
、
副
市
長
、
教
育

長
お
よ
び
公
営
企
業
管
理
者
ほ
か
関
係

部
長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し

ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
各

議
案
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
ず
、
議
案
第
47
号
　
平
成
25
年
度

む
つ
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
は
、

委
員
１
名
よ
り
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し

た
が
、
賛
成
多
数
で
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
48
号
　
平
成
25
年
度

む
つ
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
、
議
案
第
49
号
　
平
成
25
年
度
む

つ
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
、
議
案
第
50
号
　
平
成
25
年
度
む

つ
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
、
議
案
第
51
号
　
平
成
25
年
度
む
つ
市

公
共
用
地
取
得
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
、
議
案
第
52
号
　
平
成
25
年
度
む
つ

市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、

議
案
第
53
号
　
平
成
25
年
度
む
つ
市
魚
市

場
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
議
案

第
54
号
　
平
成
25
年
度
む
つ
市
水
道
事
業

会
計
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
お
よ

び
議
案
第
55
号
　
平
成
25
年
度
む
つ
市
水

道
事
業
会
計
決
算
は
、
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
で
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

議

案

審

議

議
　
案

▼
む
つ
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
特
定
教
育
・
保
育
施
設
お
よ

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例

　
　
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
家
庭

的
保
育
事
業
等
の
設
備
お
よ
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例

　
　
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
お

よ
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例

　
　
当
市
を
訪
れ
る
観
光
旅
行
者
お
よ

び
市
民
に
快
適
な
憩
い
の
場
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
観
光
の
振
興
お
よ

び
交
流
の
促
進
に
資
す
る
た
め
、
観

光
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
も
の

▼
む
つ
市
教
育
委
員
会
の
委
員
に
任
命

す
る
者
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

議 会 だ よ り

各
委
員
長
報
告

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
総
務
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
２
件
に
つ
い
て
、
審
査
の

経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
９
月
11
日
、
関
係
部

長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま

し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し

た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
56
号
　
財
産
の

取
得
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
市

内
13
校
の
小
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
お
よ
び
周
辺
機
器
に
つ
い
て
、
機
器

の
老
朽
化
お
よ
び
現
在
使
用
し
て
い
る

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
メ
ー

カ
ー
サ
ポ
ー
ト
が
本
年
４
月
を
も
っ
て

終
了
し
た
こ
と
に
伴
う
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
確
保
の
た
め
、
児
童
用
３
８
５
台
、

教
師
用
16
台
を
更
新
す
る
も
の
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
更
新
す
る

台
数
は
こ
れ
ま
で
設
置
し
た
台
数
と
同

じ
な
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
、
少
子
化
の
影
響
で
児
童
数
が

減
少
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
設
置
し
た

台
数
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
57
号
　
財
産
の
取
得

に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
小
学
校

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
お
よ
び
周
辺
機

器
の
更
新
に
伴
い
、
小
学
校
教
育
用
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
更
新
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
以
上
で
、
総
務
教
育
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
１
件
に
つ
い
て
、
審
査
の

経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
９
月
11
日
、
関
係
部

長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま

し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し

た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
議
案
第
41
号
　
む
つ
市
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
条
例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側

か
ら
、
観
光
旅
行
者
お
よ
び
市
民
へ

快
適
な
憩
い
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
観
光
の
振
興
お
よ
び
交
流
の
促
進
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に
つ
い
て

　
　
平
成
26
年
11
月
19
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
、
む
つ
市
教
育
委
員

会
の
委
員
に
鈴
木
久
人
氏
を
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を

求
め
る
た
め
の
も
の

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
推
薦
す

る
者
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
　
平
成
26
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
、
人
権
擁
護
委
員
に

坪
二
三
子
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
の
意
見
を
求
め
る
た
め

の
も
の

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
推
薦
す

る
者
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
　
人
権
擁
護
委
員
定
数
規
程
第
５

条
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
特

別
の
定
数
を
充
足
す
る
委
員
と
し

て
、
工
藤
太
氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
意
見
を
求
め
る
た

め
の
も
の

▼
平
成
26
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
３
億
７
千
７
７
２
万
１
千
円

の
増
額
補
正
）

▼
平
成
26
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

　（
２
千
５
５
４
万
３
千
円
の
増
額
補
正
）

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算

　
歳
入
…
３
４
３
億
２
千
４
６
７
万
２
８
４
円

歳
出
…
３
３
９
億
８
千
２
６
８
万
９
千
１
６
６
円

差
引
…
３
億
４
千
１
９
８
万
１
千
１
１
８
円

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
70
億
３
千
６
５
６
万
９
千
４
１
７
円

歳
出
…
77
億
９
千
９
１
９
万
１
千
６
２
０
円

差
引
…
△
７
億
６
千
２
６
２
万
２
千
２
０
３
円

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
４
億
７
千
６
２
２
万
４
８
１
円

歳
出
…
…
４
億
７
千
36
万
９
千
２
８
１
円

差
引
…

５
８
５
万
１
千
２
０
０
円

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
14
億
２
千
８
３
２
万
５
千
１
２
６
円

歳
出
…
14
億
２
千
８
２
８
万
５
千
１
２
６
円

差
引
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
万
円

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
公
共
用
地
取

得
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
…
…
７
３
４
万
５
千
93
円

歳
出
…
…
…
…
７
３
４
万
５
千
93
円

差
引
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
０
円

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
55
億
９
千
８
２
３
万
３
千
３
４
０
円

歳
出
…
55
億
６
千
４
６
７
万
７
千
６
０
５
円

差
引
…
…
…
３
千
３
５
５
万
５
千
７
３
５
円

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
魚
市
場
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

歳
入
…
…
１
千
１
６
５
万
６
千
４
９
８
円

歳
出
…
…
１
千
29
万
７
千
４
８
９
円

差
引
…
…

１
３
５
万
９
千
９
円

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会

計
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

　
　
平
成
25
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金

３
千
４
０
２
万
９
千
２
９
１
円
を
減
債

積
立
金
に
積
み
立
て
る
た
め
の
も
の

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会

計
決
算

収
益
的
収
入（
税
込
み
）

　
15
億
５
千
９
７
６
万
７
千
40
円

収
益
的
収
入（
税
抜
き
）　
　
　
　
　

　
14
億
９
千
２
０
２
万
７
６
６
円

収
益
的
支
出（
税
込
み
）　  

　
14
億
８
千
７
３
５
万
９
千
９
１
６
円

収
益
的
支
出（
税
抜
き
）

　
14
億
５
千
７
９
９
万
１
千
４
７
５
円

◎
当
年
度
純
利
益

資
本
的
収
入

　
９
億
９
千
９
１
９
万
２
千
円

資
本
的
支
出

　
16
億
２
千
１
１
５
万
６
千
５
６
４
円

不
足
額
６
億
２
千
１
９
６
万
４
千
５
６
４

円
は
、
次
の
資
金
で
補
て
ん
し
た
。

当
年
度
分
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
資
本
的
収
支
調
整
額

　
　
３
千
７
８
８
万
７
千
１
２
４
円

減
債
積
立
金

　
　
１
億
７
２
０
万
５
千
６
７
３
円

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

４
億
４
千
８
２
１
万
３
千
６
１
８
円

当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

２
千
８
６
５
万
８
千
１
４
９
円

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
機
器
の
老
朽
化
お
よ
び
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
の
た
め
、
小
学

校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
お
よ
び
周

辺
機
器
を
更
新
す
る
も
の

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
小
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
お

・   

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
周
知
徹
底
と
危

険
予
知
点
検
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か

▼
流
雪
溝
の
問
題
点
に
つ
い
て

・   

土
砂
の
堆
積
問
題
に
つ
い
て

・   

貝
藻
が
入
り
込
み
悪
臭
問
題
が
発
生

し
て
い
る
が
対
策
は

・   

条
例
制
定
に
つ
い
て

・   

河
川
か
ら
の
取
水
に
つ
い
て
、
県
の

許
可
を
得
て
い
る
の
か

・   

夏
場
の
側
溝
清
掃
に
つ
い
て

◎
佐
　
賀
　
英
　
生

▼
防
災
行
政
に
つ
い
て

・   

当
市
に
土
砂
災
害
危
険
箇
所
及
び
土

砂
災
害
警
戒
区
域
は
あ
る
の
か

・   

全
て
の
災
害
時
に
お
い
て
、
夜
間
に

災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
広
報
手

段
・
方
法
に
つ
い
て

・   

児
童
・
生
徒
に
定
期
的
な
防
災
学
習

を
行
っ
て
は
ど
う
か

▼
姉
妹
都
市
交
流
に
つ
い
て

・   

旧
町
村
時
の
姉
妹
（
交
流
）都
市
は
現

在
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

▼
観
光
・
交
流
行
政
に
つ
い
て

・   

ム
チ
ュ
ラ
ン
グ
ッ
ズ
を
作
成
し
て
広
く

観
光
や
交
流
に
利
用
し
て
は
ど
う
か

◎
横
　
垣
　
成
　
年

▼
消
防
に
つ
い
て

・   

消
防
団
員
出
動
時
の
日
当
ア
ッ
プ
に

つ
い
て

▼
ゴ
ミ
に
つ
い
て

・   

生
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
に
つ
い
て

▼
原
子
力
に
つ
い
て

・   

避
難
計
画
に
つ
い
て

・   

廃
校
後
の
校
舎
、
校
庭
も
含
め
、
利

活
用
計
画
は
あ
る
か

・   
廃
校
に
な
っ
た
校
舎
の
撤
去
計
画
は

あ
る
か

▼
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
人
口
を
増
や

す
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

・   

新
田
名
部
川
漕
艇
場
の
整
備
に
つ
い
て

・   

釜
臥
山
ス
キ
ー
場
の
整
備
に
つ
い
て

▼
使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
に
係
る

オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

・   

着
工
予
定
は
い
つ
に
な
る
か

・   

建
設
場
所
の
変
更
を
考
え
て
い
る
か

い
て

・   

エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
の
観
点
か
ら
国
是

と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
原
子
力
行

政
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
か

・   

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処

分
地
の
選
定
が
難
航
し
て
い
る
現
状

で
の
使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
の

将
来
を
ど
う
考
え
る
か

▼
自
衛
隊
基
地
を
抱
え
る
自
治
体
の
長

と
し
て
の
考
え
方
に
つ
い
て

・   

む
つ
市
に
お
い
て
旧
海
軍
か
ら
戦
後

の
自
衛
隊
へ
と
続
く
共
存
共
栄
関
係

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
評
価
を
し

て
い
る
か

・   

基
地
が
及
ぼ
す
経
済
効
果
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か

◎
菊
　
池
　
光
　
弘

▼
消
防
団
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

・   

消
防
団
員
の
減
少
に
対
策
は
あ
る
の
か

・   

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
策
を
考
え
て

い
る
の
か

・   

装
備
品
、
訓
練
の
充
実
に
向
け
た
対

策
は
あ
る
の
か

▼
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

・   

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

・   

高
齢
者
向
け
の
三
世
代
交
流
公
園
整

備
に
つ
い
て

▼
観
光
振
興
に
つ
い
て

・   

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

・   

ア
ゲ
ハ
夜
景
と
ム
チ
ュ
ラ
ン
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
つ
い
て

・   

来
さ
ま
い
大
畑
桜
ロ
ー
ド
に
つ
い
て

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

・   

今
年
度
の
学
力
テ
ス
ト
に
お
け
る
む
つ

市
内
の
小
中
学
生
の
成
績
に
つ
い
て

・   

児
童
・
生
徒
の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
所
持
と
使
用
上
の
指
導

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か

・   

小
中
一
貫
教
育
学
習
支
援
員
と
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
人
数
は

昨
年
よ
り
増
え
た
の
か

◎
東
　
　
　
健
　
而

▼
蠣
崎
城
の
発
掘
調
査
と
広
域
観
光
に

つ
い
て

・   

蠣
崎
城
発
掘
調
査
の
続
行
に
つ
い
て

・   

市
長
は
蠣
崎
城
の
こ
と
を
知
っ
て
い

る
か

・   

発
掘
調
査
の
今
ま
で
の
成
果
に
つ
い
て

・   

蠣
崎
城
の
学
術
的
意
義
と
歴
史
的
価

値
観
に
つ
い
て

・   

蠣
崎
城
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
化
に
つ
い
て

・   

観
光
客
向
け
の
宣
伝
に
つ
い
て

・   

児
童
・
生
徒
に
郷
土
史
を
理
解
す
る

対
策
を

・   

間
近
に
迫
る
北
海
道
新
幹
線
開
業
へ

の
対
応
は

・   

松
前
町
と
の
相
互
交
流
に
つ
い
て

▼
危
険
防
止
対
策
に
つ
い
て

・   

道
路
を
覆
う
樹
木
の
危
険
防
止
対
策

に
つ
い
て

・   

耕
作
放
棄
地
対
策
に
つ
い
て

・   

猿
や
カ
モ
シ
カ
、
熊
の
道
路
横
断
対

策
に
つ
い
て

・   

通
年
通
学
路
の
危
険
対
策
は
万
全
か

・   

大
雨
、
台
風
、
大
雪
に
よ
る
災
害
対

策
に
つ
い
て

よ
び
周
辺
機
器
の
更
新
に
伴
い
、
小

学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
を
更
新
す
る
た
め
の
も
の

報
　
告

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
健
全
化
判
断
比

率
に
つ
い
て

　
　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、

む
つ
市
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

報
告
す
る
も
の

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
公
営
企
業
会
計

資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

　
　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
の
規
程
に
基
づ
き
、

公
営
企
業
会
計
資
金
不
足
比
率
に
つ

い
て
報
告
す
る
も
の

一

般

質

問

　
一
般
質
問
は
９
月
５
日
、
８
日
、

９
日
の
３
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
質
問
順
・
敬
称
略
）

◎
石
　
田
　
勝
　
弘

▼
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・   

当
面
は
前
市
長
の
政
策
を
１
０
０

パ
ー
セ
ン
ト
踏
襲
す
る
の
か

・   

グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
性
を
生
か
し
た
政

策
を
打
ち
出
す
考
え
は
な
い
か

・   

雇
用
の
創
出
は
容
易
で
な
い
が
、
何

か
特
別
な
考
え
は
あ
る
か

▼
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

・   
高
齢
者
見
守
り
活
動
の
充
実
強
化
に

つ
い
て

・   

敬
老
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

議 会 だ よ り 議 会 だ よ り

▼
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・   

憲
法
、
地
方
自
治
法
に
つ
い
て

・   

公
約
に
つ
い
て

◎
工
　
藤
　
孝
　
夫

▼
市
長
の
選
挙
公
約
に
つ
い
て

・   

医
療
の
充
実
に
つ
い
て

・   

道
路
の
建
設
促
進
に
つ
い
て

①
国
道
３
３
８
号
、
大
湊
地
区
の
バ

イ
パ
ス
整
備
促
進
に
つ
い
て

▼
大
雨
に
よ
る
住
宅
地
へ
の
被
害
防
止

に
つ
い
て

・   

む
つ
市
落
野
沢
三
本
松
川
に
係
る
水

害
と
住
宅
被
害
対
策
に
つ
い
て

◎
鎌
　
田
　
ち
よ
子

▼
防
災
対
策
に
つ
い
て

・   

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に
つ
い
て

▼
子
育
て
環
境
整
備
に
つ
い
て

・   

移
動
式「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」に
つ
い
て

・   

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
に
つ
い
て

▼
高
齢
者
福
祉
対
策
に
つ
い
て

・   

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

・   

ひ
と
り
暮
ら
し
・
高
齢
者
世
帯
へ
の

支
援
に
つ
い
て

・   

高
齢
者
住
宅
（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
）の

実
態
に
つ
い
て

◎
浅
　
利
　
竹
二
郎

▼
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
に
直
面

す
る
行
政
課
題
の
考
え
方
に
つ
い
て

・   

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
著
し
い

社
会
現
象
下
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
る
か

・   

生
産
年
齢
層
の
減
少
に
伴
う
地
域
活
力
の

衰
退
を
食
い
止
め
る
手
立
て
は
あ
る
か

▼
原
子
力
行
政
に
関
す
る
考
え
方
に
つ

◎
中
　
村
　
正
　
志

▼
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・   

政
治
経
験
が
な
い
、
地
元
に
長
い
間
い

な
か
っ
た
、
年
齢
が
若
い
、
世
襲
で
あ

る
と
の
懸
念
に
対
し
て
ど
う
挑
む
の
か

・   

電
源
立
地
地
域
の
首
長
と
し
て
、
原

子
力
政
策
を
ど
の
よ
う
に
リ
ー
ド
し

て
い
く
の
か

・   

む
つ
市
が
一
番
を
実
現
す
る
た
め
に

何
を
す
べ
き
か

▼
自
治
体
の
広
報
戦
略
に
つ
い
て

・   

自
治
体
の
広
報
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

・   

広
報
物
の
作
成
、
公
開
ま
で
の
手
順

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

・   

地
方
分
権
、
市
民
協
働
の
時
代
、
自

治
体
広
報
の
担
う
役
割
と
は

・   

戦
略
的
広
報
の
必
要
性
に
つ
い
て

・   

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

◎
大
　
瀧
　
次
　
男

▼
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・   

長
い
期
間
む
つ
市
を
離
れ
、
外
部
か
ら

見
て
の
当
市
の
長
所
・
短
所
、
足
り

な
い
も
の
は
何
か
。
喫
緊
に
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
の
か

・   

人
口
減
少
社
会
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

▼
各
種
施
策
の
展
開
に
つ
い
て

・   

雇
用
、
産
業
振
興
、
企
業
誘
致
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か

・   

体
育
館
建
設
構
想
に
つ
い
て

▼
市
内
に
あ
る
遊
休
地
に
つ
い
て

・   

市
所
有
の
遊
休
地
と
い
わ
れ
る
土
地

は
ど
れ
だ
け
あ
る
か

むつ市議会ホームページのご案内

　むつ市議会ではホームページを開設し、市議会に関する各種情報

を提供しています。

　ホームページでは合併以降に開催された本会議等の会議録も順次

掲載しており、議案に対する賛否の一覧や一般質問における質疑応

答についても詳しく掲載しています。ぜひ一度ご閲覧ください。

    むつ市ホームページ
　 http://www.city.mutsu.lg.jp/ のバナーからアクセスしてください。

２０１４年１０月２７日号２０１４年１０月２７日号
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11 月 の 在 宅 当 番 医

〈時　間〉 午後 7時～10時
※変更となる場合がありますので予めご確認ください

北村医院　むつレディスクリニック
中 央 レ デ ィ ス ク リ ニ ッ ク
角 田 整 形 外 科 医 院
菊 池 医 院
み ち の く ク リ ニ ッ ク
ふ じ た 脳 神 経 ク リ ニ ッ ク
三 上 医 院

 22-2135
 24-3151
 22-7945
 24-1276
 23-1171
 24-5557
 22-1011

☆   2日（日）
☆   3日（月）
☆   9日（日）
☆ 16日（日）
☆ 23日（日）
☆ 24日（月）
☆ 30日（日）

11 月 の 献 血 受 付 日 程

12日（水）市役所本庁舎
9:30

13:00

～

～

11:30

16:30

25日（火）マエダ本店
10:30

13:30

～

～

12:00

16:30

27日（木）
市役所脇野沢庁舎

むつ総合病院

9:30

13:30

～

～

11:00

16:00

お元気ですか！
保健コーナー

〈詳しくは〉 市健康推進課　　　　　　　    22-1111
 川内庁舎市民福祉課　　　　　42-2111
 大畑庁舎市民福祉課　　　　　34-2111
 脇野沢庁舎市民福祉課　　　　44-2111

今月の“ピカピカ賞”
　9月の 3歳児健康診査で、むし歯のないのはもちろん

のこと、治した歯が１本もないお子さん達です。これか

らも　”ピカピカの歯”を大切にしてくださいね！

宮 本 泰 地 くん 川 口 望 愛 ちゃん

若 狭 陽 葵 ちゃん 南 谷 真 彩 ちゃん

遠 藤 蒼 弥 くん 佐 藤 琉 花 ちゃん

坂 爪 愛 菜 ちゃん 立 花 柚 莉 ちゃん

小野内　柚　姫 ちゃん 小 谷 翼 桜 くん

久 保 愛 姫 ちゃん 北 本 隼 翔 くん

東 谷 桜 佑 ちゃん 細 川 暖 笑 ちゃん

相 馬 杏 恋 ちゃん 帖 佐 麻 那 ちゃん

竹 林 柚 芽 ちゃん 島 田 柚 希 ちゃん

佐 藤 香 弥 ちゃん 青 島 健 太 くん

山 本　　 幸 ちゃん 畑 中 陽 依 ちゃん

長 内 晄 希 くん 紺 野 桜 由 ちゃん

中 里　　 絢 ちゃん 青 柳 俊 作 くん

坂 井 空 雅 くん

～ お子さんが歯みがきした後は、

お家の方の仕上げみがきを

習慣にしましょう！～

ハローベビー教室
　妊婦さんや旦那さん同士でおしゃべりをしながら楽し

く勉強します。もうすぐパパやママになる方、安心して

出産を迎えるためにも、ぜひ夫婦で参加してみませんか？

　妊婦さんだけの参加も大歓迎です。

〈対象〉 平成26年 7月～9月末に妊娠届を出された方、

　　 転入された方や市内に里帰りしている妊婦さん

〈いつ・どんな〉

① 11月 5日（水）

　・パパも妊婦さんになってみよう！

　・自信を持って楽なお産

　・おっぱいの不思議

② 11月 12日（水）

　・赤ちゃんのための健康生活（1）栄養・生活リズム

　・お父さん、お母さんへ～赤ちゃんからのメッセージ～

③ 11月 19日（水）

　・妊娠中の歯科健診とお口の健康

　・赤ちゃんのための健康生活（2）たばこ

④ 11月 27日（木）

　・赤ちゃんのお風呂の入れ方

　・生まれた後の届出と制度

　・産後の過ごし方

〈どこで〉 下北文化会館和室1

〈時間〉 午後6時 30分～8時頃（④のみ8時 30分頃）

　　　　（受付午後6時 15分～）

〈準備するもの〉母子健康手帳、フェイスタオル（④のみ）

〈申込方法〉 お電話でお申し込みください。

〈問合せ・申込先〉母子保健担当（内線 2577）

〈いつ〉11月 27日（木）午前10時～正午

〈どこで〉下北文化会館大集会室

〈参加費・定員〉無料・25名

〈申込締切〉11月 20日（木）

〈持ち物〉動きやすい服装でタオル、飲み物、健康手帳（お持ちの方）

〈問合せ・申込先〉成人保健担当（内線 2574）

健康教室「大人のラジオ体操」
～しなやかな体と血管づくり～

★下北食材を活用したヘルシーなご飯づくり

親子講習会（8月 2日：ふれあいかん）

地元の食材のいか等

を使い、野菜をたっ

ぷり使ったメニュー

で調理実習をしまし

た。

　　　　　　　　　　　　　　　　

★児童館食育教室（7月 29 日：ふれあいかん）

　包丁の持ち方、切り方の指導やジュース・

　おやつのとり方のお話をしました。

　今回はおにぎり作りに挑戦しました。

【大畑地区活動紹介】

食生活改善推進員
～各地区ごとの活動の様子とレシピをお届けしています～

いかの肉詰め煮（4人分）

【1人分栄養価】148キロカロリー、塩分1.5g

〈材料〉 いか…2杯　合挽肉…100ｇ　　玉ねぎ…50ｇ

　　　牛乳…大さじ1　パン粉…10ｇ　卵…1/2 個

　　　塩…小さじ1/4　ナツメグ…少々　バター…15ｇ

　　　白ワイン…大さじ1　塩、こしょう…少々

　　 　　　　A コンソメ…小さじ2　水…600ml

①いかはげそと内臓を取ってよく洗い、筒状にする。

②玉ねぎはみじん切り、パン粉は牛乳で湿らせておく。Aで

コンソメスープを作っておく。

③合挽肉に玉ねぎ、パン粉、卵、塩小さじ 1/4、こしょう、ナ

ツメグを入れてよく混ぜ合わせる。

④筒状にしたいかに③を入れ、つまようじで入口をとめる。

⑤フライパンにバターを溶かし、いかを両面焼いて、焼き色

が付いたら白ワインをふり入れる。コンソメスープを加え、

塩、こしょうを少々入れ、強火にかけ、沸騰したら弱火に

し 15 分煮込む。

⑥いかを食べやすく輪切りにして皿

に盛り付ける。

⑦残ったスープはキッチンペーパー

で濾し、いかのまわりにまわしか

けて完成。

♪簡単レシピの紹介♪～地産地消～

〈詳しくは〉成人保健担当（内線 2584）

市立正津川児童館  平成 27 年度「学齢前幼児」募集
　市立正津川児童館では、「学齢前幼児」を次のとおり募集します。

　なお、現在入館されている幼児でも新たに申請が必要となりますのでご注意ください。

〈施設名〉 市立正津川児童館

〈対　象〉 満3歳以上の幼児

〈募集人数〉 30名

〈募集期間〉 11月 1日（土）～12月 20日（土）

※『学童』の募集は、市立中島児童館、市立湯坂下児童

館および市立正津川児童館とも、後日お知らせします。

〈問合せ・申込先〉 市立正津川児童館 34-3138

２０１４年１０月２７日号２０１４年１０月２７日号
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むつ市役所

0175-22-1111

  info@city.mutsu.lg.jp

お
知
ら
せ

み
ら
い
）」と
し
て
、
厚
生
労
働
省
が

制
定
し
ま
し
た
。

　

む
つ
年
金
事
務
所
で
は
週
末
相
談

を
毎
月
第
２
土
曜
日
の
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
行
な
っ
て
い

ま
す
。
11
月
は
８
日
の
ほ
か
、30
日（
年

金
の
日
）も
行
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉

む
つ
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室


23

－

７
９
５
５

 

日
本
年
金
機
構

  

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
送
付

　
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
11
月
上
旬
に
送
付
し

ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
や

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
国
民
年

金
保
険
料
を
申
告
す
る
場
合
は
、「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」の
添
付
が
必
要
で
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
料
控
除
と
は
、
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
、

厚
生
年
金
、
健
康
保
険
な
ど
）を
納
め

た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
所
得
控
除
の

こ
と
を
い
い
、
１
年
間
に
納
め
た
社

会
保
険
料
の
金
額
を
申
告
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
、
納
め
た
方
が
そ
の
保

険
料
を
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

証
明
書
で
は
、
納
付
金
額
が
9
月

末
ま
で
に
収
め
た
金
額
で
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、
年
末
ま
で

に
納
め
た
場
合
は
、
合
わ
せ
て
今
年

分
と
し
て
申
告
で
き
ま
す
の
で
、「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」に
記
載
さ
れ
て
い
る
保
険
料

額
に
、
後
か
ら
納
め
た
保
険
料
額
を

合
算
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
場
合
は
、
後
か
ら
納
め
た
保
険
料

分
の
「
領
収
証
書
」も
添
付
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
12
月
31
日
を

過
ぎ
て
か
ら
納
め
た
分
は
、
翌
年
分

と
し
て
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

証
明
書
の
紛
失
に
よ
る
再
発
行
に

つ
い
て
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉

　
日
本
年
金
機
構

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０

－

０
５
８

－

５
５
５

　
※
受
付
期
間
は
、
11
月
４
日（
火
）

〜
平
成
27
年
３
月
16
日（
月
）ま
で

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
電
気
機
器
の
点
検
を

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
電
気
機
器
（
変
圧

器
、
コ
ン
デ
ン
サ
、
家
庭
用
を
除
く

照
明
用
安
定
器
な
ど
）を
使
用
、
ま
た

は
保
管
し
て
い
る
と
き
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ

特
別
措
置
法
に
基
づ
く
届
出
が
必
要

で
す
。

　

使
用
ま
た
は
保
管
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
届
出
が
な
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
直
ち
に
届
出
を
行

う
と
と
も
に
適
正
に
保
管
、
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉

青
森
県
環
境
保
全
課
廃
棄
物
・
不

法
投
棄
対
策
グ
ル
ー
プ


０
１
７

－

７
３
４

－

９
２
４
８

む
つ
来
さ
ま
い
館
だ
よ
り

○『
水
彩
画
サ
ー
ク
ル
作
品
展
』

〈
い
つ
〉11
月
５
日（
水
）
〜
26
日（
水
）

〈
ど
ん
な
〉

静
物
画
を
中
心
と
し
た
水
彩
画
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

○『
か
さ
ま
い
か
ふ
ぇ
v
o
l

・

６
〜

下
北
の
特
産
品
を
使
用
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
実
演
試
食
会
』

〈
い
つ
〉11
月
22
日（
土
）午
後
２
時
〜

〈
ど
ん
な
〉

講
師
に
弘
前
市
ア
ン
ジ
ェ
リ
ッ
ク

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
一
戸
氏
を
お

迎
え
し
て
、
リ
ン
ゴ
ワ
イ
ン
を
使

用
し
た
こ
の
日
限
り
の
ス
イ
ー
ツ

を
試
食
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
そ
の
他
〉

前
売
り
券
は
、
来
さ
ま
い
館
で
11

月
１
日 （
土
）か
ら
販
売
、
ス
イ
ー

ツ
と
ド
リ
ン
ク
の
セ
ッ
ト
で
お
一

釜
臥
山
展
望
台
閉
館
の
お
知
ら
せ

　

釜
臥
山
展
望
台
の
今
年
度
の
開
館

日
は
、
11
月
３
日 （
月
）ま
で
で
す
の

で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
に
よ
る
展

望
台
か
ら
の
映
像
配
信
に
つ
い
て
も
、

同
日
で
今
年
度
の
配
信
を
終
了
し
ま

す
。

　

な
お
、
来
年
度
の
開
館
は
５
月
中

旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
パ
ノ

ラ
マ
ラ
イ
ン
の
積
雪
等
の
状
況
に
よ

り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
合
せ
先
〉

市
商
工
観
光
課
観
光
振
興
担
当


22

－

１
１
１
１
内
線
２
６
４
７

 

あ
さ
ひ
な
丘
プ
ー
ル
か
ら
の

 　
　
　
　
　
　
　

 

お
知
ら
せ

○
11
月
29
日
・
30
日
は
無
料
開
放

　
今
期
の
営
業
は
11
月
30
日 （
日
）

ま
で
と
な
り
ま
す
。
11
月
29
日（
土
）

お
よ
び
30
日 （
日
）は
無
料
開
放
で

す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
休
館
日
〉毎
週
月
曜
日

※
11
月
は
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

〈
問
合
せ
先
〉

（
一
財
）む
つ
市
教
育
振
興
会

公
園
総
合
案
内


34

－

６
８
１
０

 http://kyoushin.org
/sports/

  

11
月
は
年
金
月
間

11
月
30
日
は
年
金
の
日

　

11
月
は
年
金
制
度
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
月
間
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し
も
の

時
に
あ
な
た
の
大
き
な
支
え
と
な
り

ま
す
。
国
民
年
金
加
入
の
方
は
保
険

料
を
忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。
納
付

が
困
難
な
方
は
、
免
除
制
度
も
あ
り

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
な
ど
を
活
用
し
て
ご
自
身
の
年
金

記
録
や
年
金
受
給
見
込
み
額
を
確
認

し
老
後
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
11
月

30
日
を
「
年
金
の
日
（
１
１
３
０
い
い

むつ市情報ポケット

人
５
０
０
円
、
50
枚
限
定
で
す
。

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

〈
い
つ
〉11
月
23
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
参
加
料
〉１
区
画（
２
ｍ
×
２
ｍ
）

１
０
０
０
円

〈
申
込
受
付
期
間
〉

11
月
１
日 （
土
）よ
り
む
つ
来
さ
ま

い
館
に
て
申
込
受
付
開
始
。

〈
問
合
せ
先
〉

む
つ
来
さ
ま
い
館

33

－

８
１
９
１

 http://kasam
aikan.info/

 

レ
ッ
ツ
国
際
交
流

エ
イ
ミ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
エ
イ
ミ
ー
と
気
軽
に
ト
ー
キ
ン
グ

　

『
英
会
話
教
室
っ
て
、
何
か
難

し
そ
う
だ
な
ぁ
〜
』な
ん
て
思
っ

て
い
る
方
、
気
軽
に
外
国
人
と

お
し
ゃ
べ
り
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

会
場
に
い
る
私
（
市
国
際
交
流
推

進
員
の
山
道
エ
イ
ミ
ー
）に
日
本

語
で
も
英
語

で
も
構
い
ま

せ
ん
の
で
、
ぜ

ひ
声
を
掛
け

て
み
て
く
だ

さ
い
。

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

  

○
11
月
６ 

日 （
木
）

　 

・
奥
薬
研（
足
湯
）

  

○
11
月
10
日 （
月
）

　
・
市
立
図
書
館

  

○
11
月
18
日 （
火
）

　
・
市
中
央
公
民
館

  

○
11
月
26
日 （
水
）

　
・
市
役
所
本
庁
舎（
第
３
会
議
室
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か

ら
11
時
30
分
ま
で

○
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
一
緒
に「
陶
芸
体
験
」

　

私
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
と
一
緒
に
陶
芸
体
験
を
し
ま

せ
ん
か
？ 

今
年
も
下
北
で
勤
務

し
て
い
る
外
国
人
と
川
内
地
区
で

作
ら
れ
て
い
る
宇
賀
焼
の
陶
芸
体

験
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の

で
、
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く

れ
る
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

楽
し
い
思
い
出
が
で
き
る
よ
う
、

た
く
さ
ん
の
参
加
者
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
い
か
か
が
で
す
か
？ 

子

ど
も
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
！

〈
い
つ
〉

　
11
月
23
日 （
日
）

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉

　
む
つ
市
陶
芸
セ
ン
タ
ー

　
　
川
内
町
獅
子
畑
１
２
８

－

１

※
午
後
１
時
20
分
現
地
集
合

〈
参
加
費
〉１
０
０
０
円

〈
定
員
〉30
名

〈
申
込
期
限
〉11
月
17
日

各
種
催
し
・
講
座 

等

〈
参
加
予
定
者
〉

・
エ
イ
ミ
ー

・
サ
マ
ン
サ
先
生

・
ア
レ
ッ
ク
ス
先
生

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
企
画
調
整
課
国
際
交
流
担
当


22

－

１
１
１
１
内
線
２
３
１
５

 

ア
ー
ト
グ
ル
ー
プ「
橅
」（
ぶ
な
）

 

絵
画
・
陶
芸 

第
６
回「
橅
」展

〈
い
つ
〉11
月
７
日（
金
） 〜
９
日（
日
）

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

〈
ど
こ
で
〉市
立
図
書
館

〈
入
場
料
〉無
料

〈
問
合
せ
先
〉ア
ー
ト
グ
ル
ー
プ「
橅
」

　
事
務
局 

渡
辺


29

－

２
３
４
８

不
動
産
無
料
相
談
会
開
催

〈
い
つ
〉11
月
７
日（
金
）

午
後
１
時
〜
３
時

〈
ど
こ
で
〉

　
市
役
所
本
庁
舎
市
民
相
談
室
前

〈
ど
ん
な
〉

不
動
産
業
者
に
関
す
る
相
談
、
契

約
に
関
す
る
相
談
、
物
件
に
関
す

る
相
談
、
借
地
借
家
に
関
す
る
相

談
、
報
酬
に
関
す
る
相
談 

な
ど

※
事
前
に
電
話
に
よ
る
予
約
が
必
要
で
す
。

〈
問
合
せ
先
〉

青
森
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会 

下
北
む
つ
支
部
事
務
局


22

－

８
５
４
５

＜＜＜ =燃料価格ニュース =＞＞＞
10月1日現在・むつ地区平均価格（税込）

今月平均 価格の幅 前月平均

《灯　　油》☆ 1ℓローリー価格 101円 98 ～ 103 102円

☆ 18 ℓ配達価格 1,836円 1,764 ～ 1,872 1,863円

《ＬＰガス》☆ＬＰガス５ｍ3 5,958円 5,775 ～ 6,210 6,021円

☆ＬＰガス 10 ｍ3 9,934円 9,659 ～ 10,365 9,999円

《ガソリン》☆レギュラー 1ℓ現金 161円 160 ～ 163 165円

☆軽油 1ℓ現金 139円 136 ～ 142 144円

※むつ市消費者の会モニター調べ　

〈問合せ先〉
むつ市消費者の会事務局（市商工観光課内）22-1111内線 2643

・応募者多数の場合は抽選となります。
・有償での取引はご遠慮ください。
・ゆずってもらう方が、ゆずってくれる方の所へ取りに

行くことになります。

不用品活用登録銀行

ゆずります（受付期間10月 27日～11月13日）

・津軽塗円卓テーブル（直径100cm、H50cm）

・食器棚（白色、W100cm、Ｄ45cm、Ｈ70cm）

・洋服タンス（濃茶色、W80cm、Ｄ30cm、Ｈ100cm）

・ガラステーブル（引き出し、キャスター付き、W80cm、Ｄ30cm、Ｈ100cm）

・女性用スクールシューズ（25.0cm）

・女性用レインブーツ（灰色、ヒョウ柄）

・座椅子（茶色、５段リクライニング）

ゆずってください

・臼（うす）と杵（きね）・二人乗りベビーカー
・茶道具（茶碗・茶筅・水差など、単品可）

・ダイニングテーブル（4人掛け、イス付き）

むつ市月間ごみ総排出量

平成26年 9月分　市環境政策課調べ

9月の値 前年同月 （前年同月比）【参考】一人一日

あたりの排出量総排出量 … 2,396 t 2,370 t （+26）

資源回収量 … 199 t 210 t （-11t） H24全国平均

資源回収割合 … 8.3 % 8.9 %（-0.6ポイント） 963 g/ 日

市民一人一日
の排出量

… 1,294 g 1,263 g （+31g）
H24青森県平均

1,069 g/ 日

目指せ ごみ減量
　資源回収に

ご協力を！

２０１４年１０月２７日号２０１４年１０月２７日号



( 2 0 )( 2 1 )

むつ市情報ポケット むつ市情報ポケット

〈
ど
ん
な
〉

４
研
究
機
関
の
近
況
報
告
、
座
談

会「
研
究
活
動
と
地
域
振
興
」

〈
入
場
料
〉無
料

〈
詳
し
く
は
〉

（
公
団
）日
本
分
析
セ
ン
タ
ー
む
つ
分

析
科
学
研
究
所 

む
つ
海
洋
・
環
境

科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局


22

－

９
１
９
０

べ
こ
も
ち
交
流
会 

開
催

　

釜
臥
荘
で
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と

交
流
を
深
め
る
た
め
「
べ
こ
も
ち
交
流

会
」を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉11
月
12
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉養
護
老
人
ホ
ー
ム
釜
臥
荘

〈
ど
ん
な
〉

べ
こ
も
ち
作
り
・
試
食
お
よ
び
意

見
交
換
会

〔
指
導
〕 

た
べ
も
の
工
房 

来こ

美び

里り

〈
対
象
・
定
員
〉市
内
在
住
の
方
・
20
名

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
方
法
〉

　
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
11
月
４
日（
火
）
〜

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
受
付

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
釜
臥
荘 


23

－

４
５
１
４

 

ヒ
バ
の
か
ま
り
っ
こ
ブ
ガ
ブ
ガ
！

  
下
北
・
津
軽
・
渡
島
で

大
ね
っ
ぱ
ろ
う
会

　

平
成
27
年
度
の
北
海
道
新
幹
線
開

業
を
見
据
え
、
下
北
・
津
軽
・
渡
島

の
半
島
間
の
連
携
拡
大
を
目
指
し
て
、

ヒ
バ
の
活
用
を
テ
ー
マ
に
交
流
・
勉

強
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ヒ
バ
に
関
わ
る
活
動
を
し
て
い
る

方
々
に
よ
る
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
ヒ
バ
に
関
す

る
産
業
や
歴
史
・
文
化
を
探
索
す
る

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
も
実
施
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

11
月
５
日
（
水
）ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
※
青
森
県
委
託
事
業

〈
い
つ
・
ど
こ
で
・
ど
ん
な
〉

　
①
11
月
８
日（
土
）午
後
２
時
〜

　
　
・
村
口
産
業
工
場
内

※
風
間
浦
村
易
国
間

・
ヒ
バ
か
ら
始
ま
る
「
半
島
連
携
の

可
能
性
」（
仮
）
講
師 

渋
沢
寿
一 

氏

・
ヒ
バ
の
す
げ
ぇ
ど
こ
自
慢
話

〜
ヒ
バ
自
慢
人
に
よ
る
「
ヒ

バ
自
慢
大
会
」（
仮
）
〜

　
②
11
月
９
日（
日
）午
前
８
時
40
分
〜

　
　
・
大
畑
地
区
内

　
　
※
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
集
合

・
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
（
ヒ
バ
林

の
散
策
や
植
樹
な
ど
を
予
定
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぷ
ら
っ
と
下
北
事
務
局 

長
岡


０
８
０

－

２
０
４
２

－

８
３
３
７

 

む
つ
市
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

 

縄
文〝
体
感
〞世
界
遺
産
講
座

　

青
森
県
に
眠
る
宝
で
あ
る
縄
文
に

ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

講
師
を
お

迎
え
し
、
縄
文
文
化
の
世
界
遺
産
登

録
を
目
指
し
た
講
座
を
行
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉11
月
８
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉市
立
図
書
館

〈
そ
の
他
〉先
着
１
２
０
名
、
入
場
無
料

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

　
む
つ
市
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

辻

０
９
０

－

２
２
７
９

－

１
９
４
８

祐
川

０
９
０

－

３
７
６
０

－

８
７
８
５

加
賀
谷


０
９
０

－

１
４
９
６

－

１
９
０
６

田
名
部
高
校
か
ら
お
知
ら
せ

    ○
授
業
を
見
に
き
ま
せ
ん
か
？

〈
い
つ
〉11
月
10
日（
月
）
〜
12
日（
水
）

午
前
９
時
35
分
〜
午
後
０
時
25
分

※
２
校
時
〜
４
校
時
の
授
業

〈
参
観
の
流
れ
〉

①
職
員
玄
関
か
ら
入
り
、
受
付
名

簿
に
氏
名
を
記
入
す
る
。（
身
分

証
明
書
等
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

②
参
観
者
用
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
着
用

し
、
校
内
案
内
図
と
当
日
の
授
業

時
間
割
表
を
参
考
に
、
自
由
に

授
業
を
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

③
参
観
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
校
舎
内
に
は
立
入
禁
止
区
域
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉

県
立
田
名
部
高
等
学
校
教
務
部


22

－

１
１
８
４

○
定
時
制
社
会
人
向
け
入
試
説
明
会

〈
い
つ
〉11
月
20
日（
木
）

午
後
６
時
〜
午
後
７
時
15
分

〈
ど
こ
で
〉田
名
部
高
等
学
校
応
接
室

〈
ど
ん
な
〉

・
入
学
試
験
説
明

・
校
内
見
学（
希
望
者
）

〈
対
象
〉

高
校
卒
業
資
格
を
得
た
い
一
般
社

会
人

〈
問
合
せ
先
〉

県
立
田
名
部
高
等
学
校
定
時
制 

小
川

（
午
後
１
時
か
ら
）

22

－

１
１
８
４

 

第
10
回 

む
つ
海
洋
・
環
境
科
学

 　
　
　
　

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
（
公
団
）日
本
分
析
セ
ン
タ
ー
む
つ

分
析
科
学
研
究
所
、（
公
団
）日
本
海

洋
科
学
振
興
財
団
む
つ
海
洋
研
究
所
、

（
独
）日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
青

森
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
、（
独
）海
洋

研
究
開
発
機
構
む
つ
研
究
所
の
４
研

究
機
関
と
む
つ
市
お
よ
び
青
森
県
下

北
地
域
県
民
局
は
、
次
の
と
お
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉11
月
11
日（
火
）

午
後
１
時
50
分
〜
５
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

 

映
画「
じ
ん
じ
ん
」む
つ
市
上
映
実
行
委
員
会

映
画
『
じ
ん
じ
ん
』
の
上
映
会

　

映
画
『
じ
ん
じ
ん
』と
は
、「
絵
本
の

町
」と
言
わ
れ
る
北
海
道
剣
淵
町
を
舞

台
に
、
親
子
の
絆
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
つ
な
が
り
や
ま
ち
づ
く
り
な

ど
を
と
お
し
、
あ
た
た
か
な
感
動
と

や
さ
し
い
気
持
ち
が
「
じ
ん
じ
ん
」伝

わ
っ
て
く
る
映
画
で
す
。

　

こ
の
映
画『
じ
ん
じ
ん
』は
、
映
画
館

が
な
い
市
町
村
で
も
上
映
可
能
な
「
ス

ロ
ー
シ
ネ
マ
方
式
」に
よ
り
、
全
国
各

地
で
上
映
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
青
森
県

内
で
は
映
画『
じ
ん
じ
ん
』を
年
内
に
鑑

賞
で
き
る
場
所
は
む
つ
市
だ
け
で
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
？

〈
い
つ
〉11
月
15
日（
土
）

①
午
後
２
時
15
分
〜
４
時
30
分

②
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
45
分

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館

〈
入
場
料
金
〉

　
一
般
前
売
１
０
０
０
円

（
当
日
１
５
０
０
円
）

　
小
中
高
生
８
０
０
円（
当
日
の
み
）

〈
前
売
券
販
売
所
〉

　

下
北
文
化
会
館

　
む
つ
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

※
入
場
券
の
売
り
上
げ
の
う
ち
５
％

は
実
行
委
員
会
へ
戻
り
、
市
内
の

幼
稚
園
・
保
育
園
へ
絵
本
を
寄
贈

す
る
予
定
で
す
。

〈
問
合
せ
先
〉下
北
文
化
会
館


22

－

８
４
１
１

 

第
20
回
む
つ
走
五
酒
ラ
リ
ー

 　
　
　

      

in
田
名
部

　

東
京
１
泊
２
日
ペ
ア
宿
泊
券
ほ
か
、

豪
華
商
品
が
当
た
る
抽
選
付
き
！

〈
い
つ
〉11
月
15
日（
土
）

午
後
６
時
〜（
５
時
か
ら
受
付
）

〈
ど
こ
で
〉市
イ
ベ
ン
ト
広
場

〈
そ
の
他
〉

前
売
券
販
売
中
で
す
。
販
売
所
な

ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
当
日
券
も
販
売
）

〈
問
合
せ
先
〉

　
む
つ
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務
局


22

－

２
２
８
３

 

中
央
公
民
館

 

子
ど
も
科
学
教
室
開
催

〈
い
つ
〉11
月
16
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

〈
ど
こ
で
〉市
中
央
公
民
館

〈
ど
ん
な
〉

・
液
体
窒
素
を
使
っ
て
超
低
温
の
世

界
を
体
験
す
る
実
験

・
４
枚
羽
根
ペ
ー
パ
ー
ブ
ー
メ
ラ
ン

工
作

・
不
思
議
な
種
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
を

作
ろ
う

〈
対
象
〉市
内
小
学
４
年
生
〜
６
年
生

〈
定
員
〉30
名

〈
申
込
〉10
月
27
日
か
ら
受
付
開
始

〈
問
合
せ
先
〉市
中
央
公
民
館


24

－

１
２
２
４

下北文化会館・大ホール11月の催し物案内

12日（水）①10:00～ 12：00② 13：30～ 15：30 …《入場無料》
 むつ税務署 平成26年分 年末調整説明会（30分前から受付）

15日（土）（9:10開場）9:30～ ……………………………《入場無料 》
 こばと幼稚園 お遊戯会

15日（土）①14：15～② 18：30～ ………《一般1,500円 / 高校生以下800円 》
 映画上映「じんじん」※次ページの記事を参照

16日（日）（10:20開場）10:30～ ………………………………………… 《入場無料 》
 こばと幼稚園・こすもす幼稚園・あたご幼稚園・横浜あさひ幼稚園　幼稚園合同音楽発表会

22日（土）13:15～ 15:30  ………………………………《入場無料》
 平成 26年度 下北地域健康アップフォーラム
23日（日）（14：00開場）14:30～ …………………………… 《400円》
 下北吹奏楽団 第 12回 定期演奏会
29日（土）9:30～ ………………………………………《入場無料》
 海の子保育園 お遊戯会

〈詳しくは〉
下北文化会館 22-8411 http://shimobun.com

春 夏 秋 冬
短　歌

月
明
か
り
射
し
入
る
庭
に
啼
き
す
だ
く
虫
の
音
聞
け
り
な
ほ
暑
き
庭

浜　

田　

さ
つ
子

川
岸
に
姿
を
見
付
け
騒
ぎ
出
す
餌
撒
く
媼
を
鴎
知
る
ら
し

布　

施　

汎　

子

居
座
っ
て
娘
ら
の
履
か
な
い
下
駄
並
ぶ
す
げ
た
鼻
緒
も
ま
だ
新
し
く

菊　

池　

圭　

子

下
駄
を
履
く
一
本
足
の
傘
の
お
化
け
そ
の
足
な
ぜ
か
い
つ
も
右
足

舩　

木　

和　

寿

俳　句

子
等
の
声
鳥
の
声
消
え
村
の
秋

山　

田　

一　

良

手
に
な
じ
む
妣
の
小
道
具
豆
を
打
つ

土　

佐　

白　

園

牧
で
飲
む
牛
の
乳
う
ま
し
草
の
花

雪　

田　

一　

石

風
鈴
の
リ
ズ
ム
揃
わ
ぬ
午
後
一
時

久
保
田　

和
加
子

日
溜
り
の
草
の
葉
ゆ
ら
す
秋
の
蝶

寺　

岡　

洋　

子

病
室
の
窓
よ
り
眺
む
い
わ
し
雲

山　

田　

と　

し

己
が
影
小
さ
く
見
へ
し
大
花
野

戸　

川　

美
重
子

ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
幾
度
巡
る
花
野
か
な

中　

西　

か
つ
よ

萩
の
宿
集
ひ
を
終
へ
て
昼
の
酒

菊　

池　

嘉　

任

容
赦
な
く
人
家
ひ
と
呑
み
秋
出
水

石　

澤　

弘　

子

川　柳

一
匹
の
悪
魔
奥
歯
に
住
ま
わ
せ
る

石　

倉　

岳　

人

押
し
っ
く
ら
老
々
ふ
た
り
の
暦
づ
く
り

出　

崎　

陽　

子

病
床
の
母
の
笑
顔
に
励
ま
さ
れ

吉　

村　

看　

伍

傷
口
に
や
さ
し
く
触
れ
る
お
も
い
や
り

入　

丸　

葭　

英

は
は

ま
き

ち

い
っ
ぺ
き

お
い
お
い

こ
よ

２０１４年１０月２７日号２０１４年１０月２７日号
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ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ

 　
　
　
　
　

 

イ
ベ
ン
ト
情
報

○
べ
こ
も
ち
教
室

〈
い
つ
〉11
月
16
日（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

〈
ど
こ
で
〉ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ

〈
ど
ん
な
〉

枝
付
き
の
花
模
様
の
べ
こ
も
ち
を

作
り
ま
す
。

〈
講
師
〉り
ら
っ
く
す
ｍ
ａ
ｍ
ａ
東
通

〈
対
象
〉中
学
生
以
上
の
方

〈
参
加
費
〉無
料

※
ユ
ニ
セ
フ
募
金
に
ご
協
力
願
い
ま
す

〈
定
員
〉20
名 
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

〈
準
備
す
る
も
の
〉

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾（
バ
ン
ダ
ナ
）

〈
申
込
方
法
〉

ハ
ガ
キ
に
①
イ
ベ
ン
ト
名
（
べ
こ
も

ち
教
室
）②
郵
便
番
号
・
住
所
③
氏

名
・
ふ
り
が
な
④
年
齢
⑤
電
話
番

号
を
明
記
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ

い（
１
枚
に
つ
き
１
名
ま
で
）。

※
当
選
者
に
は
締
切
後
に
通
知

〈
申
込
締
切
〉11
月
７
日（
金
）消
印
有
効

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

〒
０
３
９

－

４
２
２
３

東
通
村
小
田
野
沢
字
見
知
川
山
１

－

８
０
９

東
通
原
子
力
発
電
所
Ｐ
Ｒ
施
設

「
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
」

 


48

－

２
７
７
７

 

む
つ
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座

〈
い
つ
〉11
月
16
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

〈
ど
こ
で
〉市
中
央
公
民
館

〈
ど
ん
な
〉

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
役
割

・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
と
は

・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
示
し
方

・
福
祉
現
場
に
役
立
つ
レ
ク
支
援
の
い
ろ
は

〈
参
加
費
〉３
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
、
保
険
代
な
ど
）

〈
定
員
〉20
名

〈
申
込
締
切
〉11
月
10
日 （
月
）

〈
そ
の
他
〉

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
養
成
単
位
認
定（
６
単
位
時
間
）

・
県
民
カ
レ
ッ
ジ
単
位
認
定
講
座
。

・
筆
記
用
具
、
昼
食
を
ご
持
参
の
う

え
簡
単
な
運
動
の
で
き
る
服
装
で

参
加
く
だ
さ
い
。

・
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

　
む
つ
・
下
北
地
区

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会


22

－

６
９
１
２（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
）

むつ市情報ポケット

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ち
の
く

 


23

－

７
９
３
０

青
森
少
年
鑑
別
所
見
学
会

〈
い
つ
〉11
月
29
日（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉

　
青
森
少
年
鑑
別
所

　
青
森
市
金
沢
１
丁
目
５

－

38

〈
ど
ん
な
〉

少
年
鑑
別
所
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
た
め
の
業
務
概
要
説
明
お
よ

び
施
設
内
の
見
学

〈
定
員
・
参
加
費
〉30
名
・
無
料

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

青
森
少
年
鑑
別
所


０
１
７

－

７
７
６

－

５
１
１
８

む
つ
高
等
技
術
専
門
校
講
習

○
酸
欠
・
粉
じ
ん
特
別
教
育
講
習

〈
い
つ
〉12
月
10
日（
水
）、
11
日（
木
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

〈
申
込
資
格
〉

在
職
者
で
酸
欠
お
よ
び
粉
じ
ん
に
関

す
る
基
礎
知
識
を
習
得
し
た
い
方

〈
定
員
・
受
講
料
〉10
名
・
３
１
４
４
円

〈
申
込
期
間
〉

　
10
月
27
日（
月
） 〜
11
月
18
日（
火
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
受
付

 

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

 　
　
　
　
　

 

強
化
週
間
実
施

　

法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〈
い
つ
〉11
月
17
日（
月
）
〜
23
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
土
曜
・
日
曜
は
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

〈
ど
ん
な
〉

職
場
に
お
け
る
差
別
、
夫
・
親
子
・

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
セ
ク

シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
に
対
す
る

あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

〈
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
電
話
番
号
〉


０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

〈
問
合
せ
先
〉

青
森
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課


０
１
７

－

７
７
６

－

９
０
２
４

 
家
族
介
護
教
室

 　
 

「
食
シ
リ
ー
ズ
③
」

〈
い
つ
〉11
月
27
日（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館

〈
ど
ん
な
〉

・
か
む
こ
と
、

飲
み
込
む
こ
と
の
大
切
さ

講
師  

坂
本 

謙
二 

氏

〈
そ
の
他
〉

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校


24

－

１
２
３
４

 

陸
上
自
衛
隊

   

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

〈
募
集
期
間
〉

11
月
１
日
（
土
） 〜
平
成
27
年
１
月

９
日（
金
）ま
で（
締
切
日
必
着
）

〈
募
集
人
員
〉約
２
６
０
名

〈
応
募
資
格
〉

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳
以

上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学
校
卒

業
者
（
平
成
27
年
３
月
卒
業
見
込
み

の
者
を
含
む
。）

〈
第
１
次
試
験
〉

平
成
27
年
１
月
24
日（
土
）

海
上
自
衛
隊
大
湊
地
方
総
監
部

合
格
発
表 

平
成
27
年
１
月
30
日（
金
）

〈
第
２
次
試
験
〉

平
成
27
年
２
月
５
日
（
木
）か
ら
８
日

（
日
）ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

試
験
場
所
は
、
第
１
次
試
験
合
格
通

知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部
む
つ
地

域
事
務
所 


22

－

７
４
８
４

ある日、どこかで… 

9 月 29 日（月）・30 日（火）　むつ市道路・水辺のサポーター活動実施

　「むつ市道路・水辺のサポーター」として認定されている（株）熊谷建設工業様が、9月

29日と 30日の二日間、むつ市教育研修センター前交差点から金谷二丁目交差点まで約

1,400ｍの区間両側の歩道のゴミ拾いや植樹桝の草刈りなど、ボランティア活動に取組

みました。

　この道路は、第二田名部小学校に通う児童や下北文化

会館、金谷公園の利用者など多くの方が通る道路であり、

今回の活動によってこの道路を利用する方々が安全で快

適に歩けるようになりました。たいへんありがとうございました。

　晴天の中、恒例の健康ウォーキング大会が164名の市民が参加して行われました。

　コースは市役所本庁舎を出発し、市公営企業局のあるせせらぎ公園を通り、コロボックルの丘を折り返す6キロの高

低差のあるコース。途中でクイズラリーを行いながら、早

い人では45分ほどで完歩するなど、164名全員が歩き切り、

気持ちの良い汗を流していました。

　今年は、健康への理解を深めてもらうため、青森県や八

戸学院大学と連携し、「あおもり食命人が作ったこだわりの

アピオス入り豚汁」の試食や「骨密度測定」も行われました。

10 月 4 日（土）　第 19 回健康ウォーキング大会

10 月 4日（土）・5日（日）　第 17 回産業まつり

募
集
し
ま
す

２０１４年１０月２７日号２０１４年１０月２７日号

骨密度測定 アピオス入り豚汁の試食 クイズラリー挑戦中

　第17回産業まつりが、むつ来さまい館周辺で二日間にわたり開催され、市内店舗の出店やイベントなどにたくさんの

市民が来場し賑わいました。



( 2 4 )

ある日、どこかで… 

10 月 7 日（火）　川内小学校生ブドウ収穫体験

　川内小学校の3年生18名が、サンマモルワイナリーでブドウの収穫を体験しました。

　子どもたちは、納谷農場長からブドウの収穫の仕方を教えてもらい、元気いっぱい畑の中を走り回りながら摘み取り、

カゴいっぱいになったブドウを何度も運んでいまし

た。この日、生徒たちが収穫したブドウは、下北ワ

イン「サラア」の原料となるシュロンブルガー約360

キロ。もしかしたら、生徒たちが収穫したブドウで、

　むつ工業高等学校の工業部と陸上競技部の生徒が、宮下市長へ優勝報告を行いました。

　工業部ロボット部門は、10月5日（日）十和田市で行われた青森県高等学校ロボット競技大会において、３年連続で１位、

2位を独占し、来月宮城県で行われる全国大会の出場権を獲得しました。この日は、優勝したチーム「ナターリア」のメ

ンバーの髙橋大生さん（3年）・原田湧介さん（3年）・横沢

裕哉さん（3年）の3名が、ロボットの動きを披露し、全国

大会での健闘を誓いました。

　また、陸上競技では、9月 29日（月）福島市で行われた

東北高校新人陸上選手権において、男子円盤投げに出場

した杉山舜亮選手（2年）が、自己記録を更新し見事優勝し

ました。「冬期間にトレーニングを積み、全国大会でも活

躍できる選手になりたい。」

と話していました。

　宮下市長からは、「ノー

ベル賞受賞やオリンピック

出場を目指して頑張って」

と激励しました。

10 月 8 日（水）　むつ工業高校優勝報告

２０１４年１０月２７日号

 ●  編集・発行 むつ市総務政策部市民連携広報課   0175-22-1111

　 〒035-8686 青森県むつ市中央一丁目 8番１号
　   info@city.mutsu.lg.jp
    http://www.city.mutsu.lg.jp
　    https://www.facebook.com/mutsu.city（市公式フェイスブック）
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総人口 61,739 人（＋ 49人） 総世帯数 29,444 世帯（＋ 83世帯）

むつ地区 48,019人（＋ 79人） 川内地区 4,386人（－ 11人）

大畑地区 7,535人（－ 13人） 脇野沢地区 1,799人（－  6人）

（　 ）内は前月比

むつ市の人口・世帯数 （ 10月1日現在） ※住民基本台帳による

本号の表紙
ワインコンクールの

金賞を受賞するかも

しれません。

　収穫後にはワイナ

リーに移動し、北村

社長からワインがで

きるまでの説明を受

け、ブドウジュース

で乾杯し、地元のう

まいをみんなで味わ

いました。

1位のナターリア 2位のAmazeForce杉山 舜亮 選手

しゅんすけ

ようすけ


